


医業収入を減らさずに休診日増加
そんな話、本当にあると思いますか？
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•日本外科学会専門医
•日本外科学会指導医
•日本内視鏡学会専門医
•日本消化器病学会専門医
•日本消化器外科学会専門医
•日本消化器外科学会指導医
•日本消化器病学会北陸支部評議員
•日本消化器外科学会評議員

•学歴・職歴
•1994年3月 富山大学医学部卒業
•1994年4月 金沢大学第二外科入局
•2000年4月 高岡市民病院勤務
•2002年4月 国立病院機構福井病院勤務
•2005年4月 金沢大学がん局所制御学助教に就任
•2014年10月金沢大学付属病院肝胆膵移植外科
                         臨床准教授に就任
•2014年10月金沢大学付属病院地域医療連携室長に就任
•2016年4月 医療法人社団 なかがわら胃腸科クリニック開業

クリニックの収益性を担保し
胃がん・大腸がんの方を
一人でも多く救いながら

家庭の時間も大切にしたい

医療法人社団
なかがわら胃腸科クリニック

資
格
・学
会
専
門
医
・評
議
員

学
歴
・職
歴

月間診療日数 マイナス3日 で

月間医業収入

  +300万
月間内視鏡検査数

+62件

体力も収入もみんなの笑顔も

これが限界と思っていた

私の開業医人生を
.

“常識破りの診療体制”が
変えた

01｜日本最先端の現場から、地域医療の最前線へ

皆様、こんにちは。なかがわら胃腸科クリニックの中川原寿俊と申します。

かつて私は、大学病院で移植外科医として「命の最前線」に立って

いました。最先端の手術に没頭する日々に誇りを感じていた一方で、

私の生活は、大切なものを削ることで成り立っていました。

「もっと手前で救えたはず」——その外科医としてのジレンマが、

家族とのわずかな時間を侵食していきます。どちらも守りたい。

「このままではいけない」

クリニックを継承した際、私は自分自身に強く誓いました。これからは、

患者様の健康を守ることはもちろん、自分や家族、スタッフの人生も

等しく大切にする。誰も犠牲にしない医療こそが、

本当の意味で地域を支える力になると信じています。

医療法人社団 なかがわら胃腸科クリニック 特別レポート
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現実は甘くありませんでした。

朝から鳴り止まない電話・溢れかえる待合室・ピリピリとした診察室

そんな状況を打破しようと、
私はスタッフを守るため「検査数の制限」をかけ、
定時帰宅を徹底させました。

しかし、現場には「救いたい患者様を断る」というもどかしさが募り、
患者様からは不満の声が上がります。

一方で、スタッフのために良かれと思って整えた環境も、
蓋を開ければ「休みが少ない」「給料が安い」という不満が聞こえ、
仲間は去り、求人への反応も途絶えていきました。

患者様を想えば現場が疲弊し、
スタッフを想えば患者様に寄り添えない

スタッフ本位で動くほど組織が崩れていく事実に、私は絶望していました。

追い詰められた末、私はある一つの「逆転の発想」を軸に、
クリニックのあり方を根本から変える決断をしました。

休診日を増やす。
しかし、受け入れる患者様の数は最大化させる。

という、常識破りの挑戦でした。

02｜忍び寄る「静かな崩壊」と、焦燥感

「休みを増やせば患者様の数、そして収入が減る」という常識を覆すため、
私は徹底した「時間あたりの生産性向上」に着手しました。

具体的に実施したのは、「検査・診察の回転数を上げること」です。

・1日に実施可能な内視鏡検査数を増加：
内視鏡医としての専門性を活かし、より専門的で高付加価値な診療モデル
へとシフトしました。

・外来受け入れ体制の抜本的効率化：
無駄な動線や作業を削ぎ落とし、診察の質を維持しながら待ち時間を短縮。

目標に掲げたのは、「医業収入を維持したまま、休診日を増やす」

改革を断行した結果、驚くべき変化が起きました。
休診日を増やしたにもかかわらず、収益は落ちるどころか、
以前よりも増加したのです。

「働き方」と「収益性」

その両立を可能にするのは、単なる努力ではなく「仕組み」なのだと
確信しました。

03｜理想を実現するための「仕組み」づくり
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休みが増えた分、期待に応えようと一人ひとりが懸命に動いてくれました。
しかし、その熱量が裏目に出ることもありました。

特定のスタッフの頑張りが空回りすることもあり、周囲との歩調を乱し、
かえって現場から不満の声が上がるという皮肉な結果を招いてしまいました。
 

「休診日は増えたが、本当に皆が望んだ姿なのか？」

私は、数字だけを追う経営の限界を知りました。
そこで次に力を入れたのが、組織のマネジメントです。

クリニックが目指すべき未来を語り、スタッフ一人ひとりが
「なぜこの働き方が必要なのか」を改めて自分事として捉えられるよう、
対話を重ねました。

その集大成が、年末に行った「経営方針発表会」です。

全スタッフの前で感謝を伝え、私たちの存在意義を共有しました。

かつてバラバラだった個の集団が、

驚くほど強固な「チーム」に変わっていました。

一丸となった彼らの姿を見た時、私は外科医時代にも感じたことのない、
頼もしさと手応えを感じました。

04｜収益の先にある「本当の幸せ」を求めて

05｜クリニックの進化は終わらない

あの時、現状維持の誘惑に負けず、経営のあり方を変える一歩を踏み出した
自分を褒めてやりたい。
戦略によって「不安」を「確信」に変え、対話によってスタッフを
「志を同じくする仲間」に変えることができました。

このチーム力があれば、私たちはもっと遠くへ行ける。

私の実体験が、かつての私と同じように
「限界」を感じて悩む皆様にとって、
現状を打破する一助となれば幸いです。

もっと休んで もっと伸ばす には

株式会社船井総合研究所
内科支援部 リーダー

津田真里亜

上記のお悩みをお持ちの皆様、「仕組み」を変えることで実現可能です。

ここでは全国160の内視鏡クリニックをコンサルティングしてきた
内視鏡専門のコンサルタントより2つ事例を解説いたします！

診療が雑になるのではないか

これ以上内視鏡検査の時間をどう作るのか

患者様の満足度が下がるのではないか

2室の診察室を活用し、一方で診察、もう一方でクラークが前問診を進めます。AIには
不可能な、残薬整理や診察後の再確認、精緻な病名整理までをクラークが担うことで、
医師は診察にのみ集中でき、患者満足度も向上します。日々の多忙な診療を圧迫せず、
短期間で優秀なクラークを育成できるノウハウがあるからこそ、即戦力として
「空白の時間」を劇的に削減することが可能です。

医師1名 2診察室2クラーク体制１

「時間当たりの生産性」を上げることが重要です。
しかし、

と様々なお悩みが出てくるかと存じます。

【2診察室2人クラーク体制のイメージ】

１時間３枠大腸カメラ検査２

【ﾀﾞｳﾝﾀｲﾑ計測のイメージ】

通常、検査時間は観察のみで10〜15分、
ポリープ切除を含めると20〜25分ほど
かかりますが、患者様の属性からポリープの
有無を予測して予約枠を最適に組み合わせ、
さらに検査間の準備時間（ダウンタイム）を
4分以内に短縮することで、検査の質を
落とさずに回転率を高めることができます。
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